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年始営業のお知らせ
１月４日（金）と５日（土）は午前中のみ営業。
１月７日（月）から通常どおり営業します。
ご不便をおかけしますがご理解の程
よろしくお願いします。

商工会議所職員募集
募集人員　若干名　　　　　　　採　用　平成31年４月１日（予定）
資　　格　平成９年４月１日以前に生まれた方
試験日・内容　▽一次試験（履歴書による書類審査）
　　　　　▽１月26日（土）・二次試験＝筆記試験、面接
　　　　　　（詳細は一次試験合格者に通知）
申　　込　履歴書を１月15日までに、直接または郵送（必着）で
　　　　　〒５０４‐０９１２ 那加桜町２‐１８６ 各務原商工会議所へ

1月の行事予定
  ４日（金）  仕事始め式
  ７日（月）  川崎岐阜協同組合 新年互礼会
  ８日（火）  青年部執行部会
　　　　　岐阜県金属工業団地協同組合 新年互礼会
  ９日（水）  新年互礼会
１０日（木）  女性会正副会長会・役員会
１１日（金）  医療機器実務者研修
　　　　　岐阜県下財界新春懇親会
１２日（土）  青年部新春懇談会
１５日（火）  各務原市雇用人材育成推進協議会理事会・懇親会
　　　　　ベストウィズクラブ総会
１６日（水）  各務原市交通安全式典
　　　　　日商委員会（～17日）
１７日（木）  女性会役員会・新年会
２０日（日）  共済還元事業（観劇優待事業）
２１日（月）  各務野立志塾実行委員会
２２日（火）  青年部役員会
　　　　　十六銀行合同新年会
２３日（水）  事業存続セミナー（共催：岐阜信用金庫）
２５日（金）  医療機器実務者研修
２６日（土）  職員採用試験
　　　　　女性会新春チャリティーディナーショー
２９日（火）  地域うまいもんマルシェ（～２月４日）
　　　　　県下商工会議所事務局長会議（～３０日）
　　　　　売上アップセミナー
　　　　　青年部風会議
３１日（木）  ムダ取り実践塾　成果発表会
初級中国語講座　９日（水）、２３日（水）

写真の
紹介

昨年８月に開催された各務原元気まつり
「スマイルスタッフコンテスト」で、
見事グランプリに輝きました。

㈱十六銀行蘇原支店

田中 優梨さん

■発行所／各務原商工会議所
　〒504-0912 各務原市那加桜町2-186
　　  発行人／柳原幸一　編集人／各務英雄
　　　　  ■印刷所／株式会社イナバ印刷社
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各
務
原
商
工
会
議
所

年
頭
所
感

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。会
員
の
皆
様
に
は
、健
や
か
な

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
日
本
経
済
は
、ア
メ
リ
カ

経
済
の
安
定
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
控
え
た
経
済
効
果
に
よ
り
、景
気

は
安
定
し
た
動
き
で
あ
り
ま
し
た

が
、西
日
本
豪
雨
を
始
め
と
し
た
自

然
災
害
が
産
業
界
に
も
大
き
く
影

を
落
と
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
の
終
わ
り
と
い
う
大
き
な
時

代
の
変
化
を
迎
え
ま
す
が
、中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
厳
し
く
、労
働
力
不
足
が

顕
在
化
す
る
な
か
、少
子
高
齢
化
対

策
、外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
の

拡
大
に
つ
い
て
、先
行
き
の
不
透
明

感
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
後
の
政
府
対
応
が
課
題
と
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
域
に
お
い
て
も「
人
材
の
確

保・育
成
」、「
事
業
承
継
」、「
消
費
税

増
税
対
策
」な
ど
課
題
も
山
積
し
て

お
り
、商
工
会
議
所
が
担
う
役
割
も

変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
、当
所
は
創
立
３０
周

年
を
迎
え
、記
念
式
典
を
は
じ
め

様
々
な
記
念
行
事
を
実
施
し
、３０
年

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
は
新
た
な
１０
年
に
向
け

「
原
点
回
帰
」し
、次
世
代
に
繋
が
る

も
の
と
な
る
よ
う
、商
工
会
議
所
の

２
つ
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
、企
業

が
継
続
し
て
経
営
し
て
い
く
た
め
の

「
経
営
支
援
活
動
」、地
域
の
活
性
化

を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
地
域
振
興
活

動
」の
更
な
る
推
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、「
経
営
支
援
活
動
」に
お
い

て
は
３
つ
の
支
援
を
重
点
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、企
業
を
生
む
活
動
と

し
て
、「
創
業
支
援
」で
す
。商
工
業

者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、各

務
原
で
起
業
し
た
く
な
る
環
境
を

作
り
、個
別
の
窓
口
相
談
に
加
え
、

創
業
ス
ク
ー
ル
や
女
性
創
業
セ
ミ
ナ

ー
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
点
目
は
、企
業
を
育
て
る
活
動

と
し
て
、「
伴
走
型
支
援
」に
力
を
入

れ
、個
々
の
企
業
に
合
わ
せ
た
様
々

な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。厳
し

い
経
済
環
境
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い

て
も
、事
業
計
画
書
を
作
成
し
て

〝
計
画
経
営
〞で
き
る
よ
う
な
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、企
業
を
引
き
継
ぐ
活

動
と
し
て「
事
業
承
継
支
援
」の
推

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
こ
の
一
年
皆
様
の
ご
健
勝
と

　
　
　
　
　
　
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

柳
原 

幸
一

会
頭

進
で
す
。市
内
企
業
を
対
象
と
し
た

事
業
承
継
調
査
の
結
果
を
見
ま
す

と
、事
業
承
継
を
希
望
し
な
い
事
業

者
が
５
割
を
超
え
て
い
る
状
況
で

す
。こ
う
し
た
ニ
ー
ズ・地
域
特
性
に

合
っ
た
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
、個
別

相
談
会
を
実
施
し
、円
滑
な
事
業
承

継
を
後
押
し
出
来
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、会
員
の

皆
様
と
と
も
に
、真
に
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
、役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
事
業
に
邁
進
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、よ
り
一
層

の
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜
る
こ
と
を

お
願
い
申
し
あ
げ
、年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

試
験
日　

２
月
24
日
㈰

申
込
受
付
期
間　

12
月
17
日
㈪

〜
１
月
25
日
㈮
※
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
１
月
24
日
㈭
が
締
切

申
込　

各
務
原
商
工
会
議
所
窓

口
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

簿 

記
施
行
日

１
級
〜
３
級

６
月
9
日
㈰

11
月
17
日
㈰

２
級・３
級

2
0
2
0
年
２
月
23
日
㈰

受
験
料（
8
%
税
込
）

１
級
：
7
7
1
0
円

２
級
：
4
6
3
0
円

３
級
：
2
8
0
0
円

2
0
1
9
年
10
月
か
ら
は
、10
％

税
込
の
受
験
料
に
な
り
ま
す
。

１
級
：
7
8
5
0
円

２
級
：
4
7
2
0
円

３
級
：
2
8
5
0
円

リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
3
級

施
行
日　

７
月
13
日
㈯

受
験
料（
税
込
）　

4
1
2
0
円

平
成
最
後
の

日
商
簿
記
検
定

2
0
1
9
年
度

日
商
検
定
日
程
決
ま
る
！

各務原商工会議所　スローガン　　今やる  すぐやる  思いやる  笑顔で対応  明るい職場
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新春読者プレゼント
希望番号と住所、氏名、電話番号を明記のうえ当商工会議所へのメッセージを添えてＦＡＸまたは、はがきでご応募ください。締切：１月15日（火）必着。
当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。※ご提供いただいた情報はプレゼントの発送のために利用します。

①岐阜市歴史博物館　５組10名様
企画展「ちょっと昔の道具たち」
開催中！ ３月１０日（日）まで
約150年～40年くらい前に使われていた、
色々な道具をたくさん集めました。並んでい
る道具の多くは、さわったり、動かしたりする
ことができます。見て、ふれて、動かして楽し
める展覧会です。皆さんも一緒に昔のくらし
をたずねてみませんか？

②メナード美術館　５組10名様
所蔵企画展「空の情景」
１月２日（水）～３月３１日（日）
いつも当たり前のようにある空ですが、それは
また、二度とは同じ姿を見せてくれないもので
もあります。そんな空だからこそ、画家たちは、
くりかえし描いたのではないでしょうか。感じた
空気をそのままにカンヴァスにとどめようとし
た画家もいれば、理想の空を表現しようとした
画家もいます。本展は、そんな画家たちの描い
た空に注目し、大きく4つのテーマからご覧いただく展覧会です。

抽選で次のとおり招待券等をプレゼントします。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
各
務
原
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
、並
び
に
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
に

は
、健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。ま
た
、日
頃
は
市
政
発
展
の
た
め

に
、ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
る
と
と
も

に
、地
域
経
済
の
発
展
、観
光
の
活
性

化
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、こ
れ

ま
で
着
実
に
進
め
て
き
た
施
策
に
加

え
、社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
と

ら
え
な
が
ら
、喫
緊
の
課
題
に
も
し
っ

か
り
と
向
き
合
い
、そ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
の
施
策
を
力
強
く
進
め
た

一
年
で
し
た
。

　
企
業
の
人
材
不
足
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、市
内
企
業
の

雇
用
環
境
の
実
態
に
目
を
向
け
、企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、商
工
会

議
所
の
皆
様
を
は
じ
め
地
元
の
高

校
、大
学
な
ど
と
連
携
し
、幅
広
い
支

援
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
な
事
業

で
は
、企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

大
学
生
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
や
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
内
容

の
充
実
を
図
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、そ

し
て
高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
と
し

た
企
業
見
学
会
や
地
元
の
工
業
高
校

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
就
職
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、市
内
企
業
の

認
知
度
を
高
め
、魅
力
の
発
信
を
強

化
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
後
は
、就

労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
方
が
年
齢

に
か
か
わ
り
な
く
活
躍
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
生
涯
現
役
」を

後
押
し
す
る
施
策
に
も
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、多
く
の
市
内
企
業
の
皆

様
に
も
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き

「
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。先
人
の
空・宇
宙
へ
の
憧
れ
、

挑
戦
の
物
語
を
伝
え
、子
ど
も
た
ち

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
感
動

を
与
え
る
博
物
館
と
し
て
、新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。米
国
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
に
続

き
、昨
年
は
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
ル・ブ

ル
ジ
ェ
航
空
宇
宙
博
物
館
と
も
連
携

に
合
意
し
、今
後
、共
同
で
の
企
画
展

を
開
催
し
て
い
く
な
ど
、魅
力
あ
る

博
物
館
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
果
敢

に
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は「
幸

せ
」。

　
平
成
27
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
各

務
原
市
総
合
計
画
で
は「
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
　
し
あ
わ
せ
実

感
か
か
み
が
は
ら
」を
将
来
都
市
像

に
掲
げ
、市
民
の
皆
様
や
地
域
、企

業
、行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、理
想
の
ま
ち
の
実
現
に

向
け
、総
合
的
、体
系
的
に
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
総
合
計
画
の
計
画
期
間
10

年
の
折
り
返
し
と
な
る
節
目
の
年
度

を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
着
実
に
育
ん
で
き
た
施

各
務
原
市
長
　
浅
野 

健
司

策
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
直

し
、さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、雇

用
や
防
災
な
ど
目
の
前
に
あ
る
課
題

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
、さ

ら
に
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、今
年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、皆
様
方
に
は
引

き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、活
力
あ
ふ
れ
る
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

③古川美術館　５組10名様
新春展「日本のこころ ～つながる美」
１月２日（水）～３月３日（日）
当館の所蔵品から、受け継がれていく日本のここ
ろを伝える日本画、洋画、工芸品をご紹介します。
「自然美」をキーワードに、長きに渡り受け継がれ
てきた伝統的な日本美から、現代作家の描く日本
美まで、様々につながる美の形、日本のこころをお
楽しみください。
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ニコラ・ド・スタール
《灯台（アンティーブ）》 1954
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各
務
原
商
工
会
議
所
役
員
議
員
一
同

新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

会

頭

名
誉
顧
問

岐
阜
車
体
工
業
㈱

星

野

　

夫

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶

〇
一
〇
一

㈱
鵜
　
飼

柳

原

幸

一

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
八
一

副

会

頭

専
務
理
事

那
加
桜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

七
一
〇
一

各
務
原
商
工
会
議
所

各

務

英

雄

三
井
北
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

六
一
五
一

各
務
原
衛
生
㈱

井

戸

輝

雄

川
崎
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

五
七
一
二

川
崎
重
工
業
㈱ 

航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

下

川

広

佳

蘇
原
月
丘
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

七
二
七
五

㈱
日
本
一
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

北

角

浩

一

常

議

員

㈱
ジ
ー
ビ
ー
シ
ー

赤

地

政

明

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

二
一
六
〇

㈱
大
雄

阿

部

嘉

澄

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
一
七
一

岐
阜
車
体
工
業
㈱

伊
佐
治
　
徹

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶
〇
一
〇
一

㈱
イ
ナ
バ
印
刷
社

井
奈
波
智
之

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

五
二
五
二

岩
戸
工
業
㈱

井

納

　

誠

鵜
沼
川
崎
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

八
一
一
一

㈱
ヤ
シ
マ

井

上

良

介

蘇
原
北
山
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
五
一

㈱
三
井
製
作
所

岩

井

健

司

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

二
七
五
三

榎
本
ビ
ー
エ
ー
㈱

榎

本

尚

浩

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

二
一
七
八

㈱
十
六
銀
行 

各
務
原
支
店

松

尾

恒

典

那
加
住
吉
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

一
六
〇
〇

鳥
羽
工
産
㈱

傍

島

壽

一

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
二
二
五

㈱
亀
山
鉄
工
所

髙

井

紘

司

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

三
四
八
八

髙
　
安
㈱

高

安

義

英

蘇
原
村
雨
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

二
二
三
一

玉
田
眞
税
理
士
事
務
所

玉

田

　

眞

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

一
七
四
六

㈱
ジ
ー・ア
イ・サ
ー
ビ
ス

井
戸
田
直
人

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

六
六
八
七

㈱
ナ
カ
ヒ
ョ
ウ

中

谷

晴

男

鵜
沼
羽
場
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
九
九
五

協
和
建
設
㈱

武

川

憲

二

神
置
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

七
〇
三
三

㈱
東
海
パ
ウ
デ
ッ
ク
ス

西

田

俊

一

那
加
山
崎
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶
二
〇
二
一

㈱
丹
羽
組

丹

羽

信

弘

前
渡
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
六̶

八
一
八
一

各
務
原
航
空
機
器
㈱

橋

本

繁

明

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
五
二

天
龍
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

福

西

紀

雄

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

四
一
一
九

㈱
大
垣
共
立
銀
行 

各
務
原
支
店

永

江

卓

哉

那
加
東
那
加
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
二
二
一

前
田
特
許
事
務
所

前

田

勘

次

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶

二
七
一
八

ム
ト
ー
精
工
㈱

田

中

　

肇

鵜
沼
川
崎
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

一
一
〇
〇

㈱
マ
ツ
バ
ラ

松

原

史

尚

那
加
浜
見
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
七
一

ミ
ワ
マ
サ
ニ
ッ
ト
㈱

三

輪

芳

元

川
島
河
田
町

☎
〇
五
八
六̶

八
九̶

二
二
〇
一

税
理
士
法
人
安
須
田
会
計

安

田

芳

子

那
加
門
前
町

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

〇
六
七
七

ジ
ン
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
㈱

山

田

昭

仁

那
加
柄
山
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

七
七
五
三

㈱
横
建

横

山

浩

之

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

一
八
六
一

山
口
車
体
工
業
㈱

山

口

正

人

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
五
五

岐
阜
信
用
金
庫 

各
務
原
支
店

酒
井
田
知
紀

那
加
栄
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

三
一
一
一

㈲
織
竹

水

野

博

之

川
島
松
原
町

☎
〇
五
八
六̶

八
九̶

二
〇
〇
二

㈱
日
本
温
浴
研
究
所

星

山

道

弘

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
二
二̶

二
八
二
六

㈱
花
勝

可

児

信

治

那
加
東
那
加
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

〇
四
五
五

㈱
フ
シ
ミ

伏

見

幸

久

蘇
原
六
軒
町

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

五
一
〇
六

㈱
ヤ
マ
ワ

堀

尾

鎭

章

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

一
五
六
一

ユ
ニ
ー
㈱
ピ
ア
ゴ
各
務
原
店

三

井

　

悟

那
加
桜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

六
五
一
一

堀
部
製
粉
麺
㈱

堀

部

伸

雄

蘇
原
東
島
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

〇
二
五
九

㈱
げ
ん
そ
う

前

田

創

史

那
加
巾
下
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

四
〇
五
八

㈲
レ
ス
ト
ラ
ン
琴
川

森

　

茂

樹

川
島
松
倉
町

☎
〇
五
八
六̶

八
九̶

四
一
二
一

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

澤

村

陽

介

那
加
桜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

二
七
五
九

石
昌
運
輸
㈲

石

原

泰

守

各
務
山
の
前
町

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

二
九
一
八

㈱
ヤ
ス
設
計

小

川

泰

弘

蘇
原
中
央
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

〇
〇
九
七

㈱
勝
野
製
菓

勝

野

啓

一

鵜
沼
南
町

☎
〇
五
八̶
三
八
四̶

一
二
六
八

㈱
加
藤
製
作
所

加

藤

隆

司

各
務
東
町

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶

〇
一
一
一

㈱
K
J
S

小
島
き
よ
子

那
加
不
動
丘

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

〇
三
七
七

㈱
ロ
マ
ン
テ
ィ
ア

伊

藤

幸

仁

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

三
三
三
五

監

事

二
号
議
員

早
川
工
業
㈱

早

川

　

太

須
衛
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
一
四
八

㈱
パ
ナ
ホ
ー
ム
愛
岐

鷲

住

修

一

蘇
原
東
栄
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

六
二
四
五

㈱
ハ
イ
テ
ム

安

田

勝

彦

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

〇
五
〇
五
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一
号
議
員

岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

篠

木

　

洋

前
渡
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
六̶

九
三
一
一

織　

司
㈱

奥

村

守

浩

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

〇
七
二
七

中
部
電
力
㈱ 

各
務
原
営
業
所

村

上

雅

士

那
加
織
田
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶
二
〇
六
三

㈲
花
よ
し

小

林

裕

樹

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
九
三
四

㈱
テ
ク
ノ
共
栄

森

田

吉

久

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

二
二
七
三

テ
ク
ノ
ブ
レ
ー
ン
㈱

加

藤

利

孝

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

三
四
四
三

テ
ル
モ・ク
リ
ニ
カ
ル
サ
プ
ラ
イ
㈱

小

泉

充

広

川
島
竹
早
町

☎
〇
五
八
六̶

八
九̶

二
七
一
二

東
海
重
工
㈱

大

野

　

誠

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
一
六
八

ト

ー

ヨ

㈱

鵜
沼
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

五
七
七
一

㈱
ト
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト

渡

邉

好

唯

蘇
原
吉
野
町

☎
〇
五
八̶

三
七
五̶

三
〇
七
五

㈱
中
田
造
園

中

田

修

一

蘇
原
東
島
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

四
一
一
四

長
縄
産
業
㈱

長

縄

敬

二

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
八
〇
一

㈱
林
本
店

林
　
里
榮
子

那
加
新
加
納
町

☎
〇
五
八̶
三
八
二̶

一
二
三
八

フ
ァ
イ
ン
ズ
㈱

山

口

　

亮

蘇
原
希
望
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

八
三
八
一

㈱
藤
井
設
計

藤

井

孝

一

那
加
門
前
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

九
五
一
六

福
岳
産
業
㈱

小

川

直

樹

鵜
沼
古
市
場
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

三
五
七
〇

㈱
平
成
グ
リ
ー
ン

今

尾

英

治

那
加
新
加
納
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

〇
一
四
四

丸
共
管
工
㈱

安

藤

　

猛

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

四
三
三
六

マ
ル
ト
後
藤
建
設
㈱

松

久

茂

彦

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
一
九
〇

丸
仲
建
設
㈱ 

岐
阜
支
店

野

林

清

美

蘇
原
新
栄
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

七
九
三
五

㈱
水
企
画
ア
イ
ケ
ン

田

畑

博

之

那
加
山
後
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

〇
七
一
〇

㈱
緑
水
庵 

各
務
原
店

藤

吉

里

美

蘇
原
青
雲
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

五
八
八
六

三
星
工
業
㈱

岩

井

　

章

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

一
一
一
一

雅
事
務
所

田

中

雅

人

岐
阜
市
高
田

☎
〇
五
八̶

二
四
八̶

二
八
七
九

㈱
明
林

後

藤

健

介

各
務
お
が
せ
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

五
五
〇
〇

㈱
ヤ
ハ
タ

早

川

義

昭

須
衛
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

二
八
八
六

ユ
ー
エ
ス 

ウ
ラ
サ
キ
㈱

浦

崎

守

宏

各
務
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

〇
八
〇
八

㈱
横
山
製
作
所

横

山

繁

樹

各
務
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
二
二
一

ラ
イ
ザ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

那
加
桜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

五
二
二
三

㈱
ケ
イ
ビ
ー
フ
ォ
ー
ム

栗
本
貴
美
子

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

二
五
二
五

小
町
酒
造
㈱

金

武

直

歩

蘇
原
伊
吹
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

〇
〇
七
七

善

晃

工

業

上
中
屋
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

七
一
七
三

㈱
セ
サ
ミ
ラ
イ
フ

伊

神

幸

泰

鵜
沼
大
伊
木
町

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶

六
五
〇
八

タ
ケ
ダ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
㈱

竹

田

克

茂

蘇
原
旭
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

三
七
三
二

㈱
サ
ウ
ン
ド・ハン
タ
ー

松

淵

基

文

那
加
桜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

二
七
一
一

㈲
シ
バ
金
型

芝
　
世
志
造

各
務
東
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

六
六
〇
七

㈱
ス
ザ
キ
工
業
所

鷲

崎

純

一

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

一
二
一
一

誠
和
工
業
㈱

佐

藤

　

功

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶

一
六
八
〇

㈱
積
翠
食
品

各
務
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

三
〇
三
一

㈲
片
岡
電
工

片

岡

浩

二

蘇
原
清
住
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

七
八
一
四

㈱
今
仙
技
術
研
究
所

山

田

　

博

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八̶

三
七
九̶

二
七
二
七

A
P
C
エ
ア
ロ
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
㈱

吉

脇

和

彦

鵜
沼
朝
日
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

五
七
一
一

㈱
エ
リ
ア・サ
ー
ビ
ス

佐

藤

千

佳

岐
阜
市
北
一
色

☎
〇
五
八̶

二
四
八̶

五
七
五
一

㈱
大
脇
商
店

大
脇
冨
士
子

鵜
沼
南
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
三
四
〇

小
木
曽
設
備
工
業
㈱

小
木
曽
清
人

那
加
南
栄
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

六
二
二
一

各
務
原
理
容
師
会

安

田

　

豊

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

〇
八
八
九

㈱
大
竹
建
設
工
業
所

大

竹

恭

一

鵜
沼
南
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
〇
三
四

㈲
大
堀
研
磨
工
業
所

大

堀

　

憲

蘇
原
寺
島
町

☎
〇
五
八̶

三
八
九̶
一
八
一
一

　

岐
阜
県
自
動
車
整
備
振
興
会
各
務
原
支
部

磯

野

孝

司

鵜
沼
三
ツ
池
町

☎
〇
五
八̶
三
八
五̶

二
六
二
八

（社）一

日
本
毛
織
㈱

上

田

伸

一

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
二
一
一

㈱
扇　

屋

河

野

春

男

蘇
原
野
口
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

六
二
一
〇

㈱
神
田
工
業

神

田

孝

伸

各
務
山
の
前
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶
四
一
四
六

後
藤
工
事
㈱

後

藤

佳

政

各
務
西
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

〇
一
三
三

末
松
建
設
㈱

末

松

誠

榮

那
加
門
前
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

〇
一
〇
六

㈱
大
誠
重
機

伊

神

成

生

鵜
沼
大
伊
木
町

☎
〇
五
八̶

三
八
五̶

一
六
一
一

天
龍
建
設
㈱

八

木

重

喜

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

五
二
〇
〇

㈲
敬
南
電
設

日
比
野
久
敬

前
渡
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
六̶

八
三
八
五

医
療
法
人
社
団
恒
仁
会

田

中

暢

之

那
加
前
洞
新
町

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

〇
五
二
五

菊　

川
㈱

石

原

正

之

鵜
沼
西
町

☎
〇
五
八̶

三
八
四̶

一
二
三
六

岐
阜
化
繊
工
業
㈱

林

　

ゆ

り

蘇
原
野
口
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

二
三
七
三

岐
阜
県
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

今

井

哲

夫

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

二
二
二
五

共
栄
プ
レ
ス
工
業
㈱

山

田

興

志

須
衛
町

☎
〇
五
八̶
三
七
九̶

二
六
二
〇

川
崎
岐
阜
協
同
組
合

水

野

伸

幸

蘇
原
興
亜
町

☎
〇
五
八̶

三
八
二̶

二
一
七
五

㈱
環
境
考
房

蘇
原
柿
沢
町

☎
〇
五
八̶

三
七
一̶

九
〇
一
八

ト
ヨ
タ
部
品
岐
阜
共
販
㈱

中

西

直

孝

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

☎
〇
五
八̶

二
五
七̶

一
一
一
一

岐
阜
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
㈱

篠

木

　

洋

前
渡
東
町

☎
〇
五
八̶

三
八
六̶

九
三
一
一

徳
田
工
業
㈱

徳

田

泰

昭

金
属
団
地

☎
〇
五
八̶

三
八
〇̶

〇
〇
〇
三

日
晃
オ
ー
ト
メ
㈱

花

田

　

伸

上
戸
町

☎
〇
五
八̶

三
八
三̶

三
七
三
七

㈱
エ
フ・ア
イ・テ
ィ

古

田

貴

士

鵜
沼
各
務
原
町

☎
〇
五
八̶

三
七
〇̶

四
〇
〇
三

㈱
ち
ら
し
屋
ド
ッ
ト
コ
ム

河

田

眞

二

那
加
日
新
町

☎
〇
五
八̶

二
〇
一̶

七
二
一
五

あなたの経営をサポート！　マル経融資（無担保・無保証人）　TEL 058-382-7101　FAX 058-371-0100
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毎年恒例「日経トレンディ」が発表するヒット商品ランキングです。
1位：『安室奈美恵』平成の歌姫の引退劇が国民の関心事に発展。その経済効果は500億円とも。
2位：『ドライブレコーダー』「あおり運転事故」をきっかけに注文殺到。前年の約2倍346万台出荷。
3位：『ペットボトルコーヒー』オフィスワーカーがデスクに置いて水代わりに飲む新スタイルを確立。
4位：『ZOZO』体型データを瞬時に測れる「ZOZOSUIT」が大きな話題に。前澤社長のキャラも後押し。
5位：『グーグルホーム&アマゾンエコー』｢OK、グーグル」と「アレクサ」が日常会話に。家電は声で操作する時代に。
6位：『君たちはどう生きるか』実に80年の時を超える史上最大のリバイバルヒット。漫画の力を示した。
7位：『aibo』12年ぶり復活の犬型ロボット。ロボットとして「買う」のかペットとして「飼う」のか。
8位：『ケーブルバイト』断線しやすいiPhoneの充電ケーブルを保護。可愛さと実用性で女性に大ヒット。
9位：『本麒麟』「第3」らしからぬ飲み応えにビール好きも納得。年間1,000万ケース出荷が目前。
10位：『NONIO』機能を謳わずシーンで訴求する戦略がハマり、若者から支持を集めた洗口液。
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２０１8年
ヒット商品
ベスト１０!

２０１8年
ヒット商品
ベスト１０!
(日経トレンディより)

〒504-0927  各務原市上戸町7丁目1番地の23
 TEL 058-382-5252㈹　FAX 058-383-5970
 URL http://www.ppinaba.co.jp/　E-mail info@ppinaba.co.jp

各務原商工会議所中小企業相談所お問い合わせ

コース 相談内容 期　　　　日 相　　　　談

A

B

C

D

E

F

G

融 資

税 務

発明・特許

法 律

契約・登記

取 引

労 務

経営・創業

住 宅 相 談

毎 週 火 曜 日　10：00～12：00

毎月第3水曜日　13：00～15：00

毎月第3木曜日　13：00～15：00

毎月第3木曜日　13：00～15：00

毎月第3水曜日　13：00～15：00

毎月第3水曜日　13：00～15：00

毎月第3火曜日　13：00～15：00

随時受付します

随時受付します

日 本 政 策 金 融 公 庫

税 理 士

弁 理 士

弁 護 士

司 法 書 士

（公財）岐阜県産業経済振興センター

社 会 保 険 労 務 士

中 小 企 業 診 断 士

建 設 部 会 事 業 所

上記＿コース＿月＿日に相談したいので申し込みます。

氏　　名：

Ｔ Ｅ Ｌ：

事業所名：

※C～Gコースの日時については、相談員の都合により変更になることがあります。

H

I

定例相談会のご案内・予約申込書 (各務原商工会議所の会員のみ)

予約は、希望日の10日前までに本券持参・郵送・
FAXにてお申し込みください。
（本相談事業は、一部県補助金で実施しています。）

2月
5日・12日
19日・26日

お問い合わせください

２１日

２１日

２０日

２０日

１９日

－

－

1月
8日・15日
22日・29日

16日

17日

17日

16日

16日

15日

－

－

■現在の金融状況 （平成30年12月12日現在）

＜経営改善貸付（マル経）融資について＞
経営改善にお役立ていただくために、事業資金を、無担保・無
保証人・低金利という有利な条件で各務原商工会議所が（株）
日本政策金融公庫へ推薦する融資制度です。（小企業等経営
改善資金融資制度）
●資格条件　各務原市内で最近1年以上、事業を営んでいる
こと。常時使用する従業員数が、20人以下（商業・サービス業
は5人以下）であること。納税期限到来の税金を完納している
こと。日本政策金融公庫の融資対象業種であること。原則とし
て6ヶ月以上、経営支援員による経営支援を受けていること。
●返済期間　運転資金／  7年以内（据置期間1年以内）
　　　　　　設備資金／10年以内（据置期間2年以内）
＜お子さまの教育資金について＞
日本公庫の「国の教育ローン」がサポート！
高校・大学・専門学校・予備校等への入学時・在学中にかかる
教育費用を対象とした公的な融資制度です。
●融 資 額　お子さま１人あたり350万円以内
●金　　利　年1.78％（平成30年11月12日現在）
●返済期間　15年以内
●使 い 道　入学金・授業料・受験費用・家賃等
　《教育ローンコールセンター》0570ｰ008656

限度額
2,000万円
4,800万円

 金利
1.11％
1.25％～2.90％

日本政策金融公庫
経営改善貸付（マル経）
普通貸付　　（マル普）

お問い合わせ

㈱十六銀行 蘇原支店
　十六銀行は、
明治10年創業
の岐阜県・愛知
県を主な営業
基盤とする地方
銀行。
　地元中小企
業や個人のお
客さまの高度
化・多様化するニーズに対し、経営全般にわたるコンサルテ
ィングや資金運用アドバイスなど、幅広いサービスを展開
しています。

各務原市蘇原青雲町５-７６-２
TEL：０５８-３８９-１０１６

ウェブサイト ： https://www.juroku.co.jp/



各務原商工会議所って何するところ？各務原商工会議所って何するところ？
商工会議所は、「商工会議所法」に基づいて設立された地域総合経済団体。
「その地区内における商工業の総合的な改善発達を図り、兼ねて社会一般の福祉の
増進に資すること」を目的に活動しています。

１．政策提言・要望活動
企業が活力を維持し、円滑な経営が実現するよう、また、豊かで魅力ある地域社会を
築けるよう、会員企業の声を広く集め、政治や行政に対して政策提言・要望活動を行っ
ています。

２．経営支援活動
企業の経営改善と新たな成長に向けて、「挑戦する企業」をサポート。
地域の経営支援機関の中核として、行政や金融機関、大学など連携し、
企業を生み・育て・引き継ぐための支援をおこなっています。

３．地域振興活動
地域の魅力や価値を高め、活力を強化するために、イベント開催や新たな地域資源の発掘に取り組んでいます。

各務原元気まつり 特産品開発 産業・農業祭

(株)セサミライフが開発した、各務原市内にある
航空自衛隊岐阜基地にちなんだ豆菓子
「かかみがはら一豆空佐」スマイルスタッフコンテストの様子
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源
泉
所
得
税
の
納
期
特
例
を
受
け

て
い
る
方
の
納
付
期
限
は
１
月
21
日

（
納
期
の
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
１
月
10
日
）で
す
。年
末

調
整
の
事
務
手
続
き
の
個
別
相
談
会

を
行
い
ま
す
の
で
、ご
都
合
の
良
い
時

間
に
商
工
会
議
所
ま
で
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
1
月
7
日
㈪
〜
21
日
㈪

時
　
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
週
土
曜
日
と
最
終
日
の
１
月
21

日
は
正
午
ま
で

会
　
場　

各
務
原
商
工
会
議
所

持
ち
物

●
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
納
付
書

な
ど
の
諸
用
紙

●
平
成
29
年・30
年
の
源
泉
徴
収
簿

●
１
月
〜
６
月
分
源
泉
所
得
税
の
徴

収
高
計
算
書（
納
付
書
の
控
え
）

●
給
与
支
払
額
の
分
か
る
物（
給
与

明
細
の
控
え
な
ど
）

●
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告

書
、扶
養
控
除
等
申
告
書
、配
偶
者
控

除
等
申
告
書

●
事
業
主
の
印
鑑

留
意
事
項　

今
年
度
よ
り
配
偶
者
特

別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
合

計
所
得
額
の
上
限
が
78
万
円
か
ら

1
2
3
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、控

除
対
象
と
な
る
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
年
末
調
整

事
業
の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
す

事
業
存
続
セ
ミ
ナ
ー

開
催
！

　

事
業
承
継
で
お
悩
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
昨
今
、ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
話

題
に
な
っ
て
い
る
事
業
主
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
に
つ
い

て
、そ
の
時
を
迎
え
る
に
あ
た
り
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
準
備

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
個
人
事
業
主
の
皆
様
を

対
象
と
し
て
開
催
し
ま
す
。豊
富
な

事
例
と
共
に
備
え
る
べ
き
こ
と
や
準

備
す
べ
き
こ
と
が
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。金
融
機
関
か
ら

こ
こ
で
し
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

ポ
イ
ン
ト
も
お
伝
え
し
ま
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

１
月
２３
日
㈬　

１９
時
〜
２１
時

会
　
場

各
務
原
商
工
会
議
所　

研
修
室

参
加
費　

無
料

定
　
員　

１６
名

対
　
象　

個
人
事
業
主

講
　
師　

税
理
士
法
人
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

中
小
企
業
診
断
士  

馬
渕  

智
幸  

他

申
　
込　

経
営
支
援
課　

仙
石
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

・創業者向けセミナー、無料相談
・売上アップや商品開発支援
・事業承継セミナー　など



ホームページアドレス　http://www.cci-k.or.jp/　　TEL 058-382-7101　FAX 058-371-0100

日本商工会議所青
年部 

2019年度会長
当青年部の田中暢

之君に決定!

日本商工会議所青年部の新年度の会長に、現筆頭副会長で
各務原商工会議所青年部直前会長の田中暢之君(医療法人
社団恒仁会理事)の就任が決定しました。
日本商工会議所青年部の会長が岐阜県内から選ばれるのは
初めて。任期は４月１日からの１年間。スローガンに「Next 
age, the future of YEG～新時代の幕開け 同志と共に力
と情熱を集結し、未来の創造へ前進～」を掲げます。
各務原商工会議所青年部は、地元から日本のトップを輩出
する単会としてこれを盛り上げ、商工業者と地域や行政の懸
け橋となり、自社の発展・地域活性化に寄与していきます。
「この国の未来をつくるのは・・・俺たちだ！！」

商工会議所青年部とは！？
商工会議所青年部は、次代の地域経済を担う青年経済人の
「企業経営の勉強の場」。事業者同士の交流を通じた企業の
発展のほか、青年経済人の立場から企業や地域を取り巻く
諸課題解決のための意見・建議活動を実施しています。
商工会議所青年部は平成３０年１２月現在、全国４６8カ所の
商工会議所に設置され、日本商工会議所青年部加入青年部
は、４１6カ所を数えます。
商工会議所青年部のメリット
勉強会や交流会、イベント等を通じて、①人脈づくり　②地
域貢献　③ビジネスチャンス拡大　④経営力向上　⑤スキ
ルアップ　ができます。ぜひ、一緒に活動しましょう！
●加入資格／商工会議所会員で４５歳までの方
●年 会 費／４８,０００円
詳しくは、青年部事務局(058-382-7101)まで。

商工会議所に加入し経営力アップ！

会員数 3,028（平成30.11.14現在）
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